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ふるさとの
 文化財探訪

第149回

「
油
屋
熊
八
の
日
輪
の
扇
」

文
化
財
調
査
員
　
清
水
　
武
則

　
あ
る
会
合
で
、
油
屋
熊
八
に
話

題
が
飛
び
、
私
に
同
人
が
扇
に
描

い
た
日
輪
の
図
な
る
も
の
が
あ

り
、
別
府
の
西
石
油
が
経
営
す
る

ラ
ク
テ
ン
チ
の
油
屋
熊
八
の
記

念
館
で
同
じ
も
の
を
発
見
し
た

と
い
う
話
を
し
た
ら
、「
お
わ
て
」

の
時
松
和
弘
さ
ん
か
ら
、「
我
が

家
に
も
同
じ
も
の
が
あ
る
。
３
本

描
か
れ
た
と
い
う
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
」
と
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。
も
し
そ
れ
が
事
実
で
あ
れ
ば
、

３
本
の
あ
り
か
を
私
が
確
定
で
き
た
こ
と
に
な
り

重
要
な
情
報
で
す
。

　
油
屋
熊
八（
１
８
６
３
‐
１
９
３
５
）の
銅
像
は

別
府
駅
前
に
あ
り
ま
す
。
彼
は
、
別
府
観
光
の
父

と
い
わ
れ
る
人
で
す
が
、
実
は
飯
田
高
原
と
も
と

て
も
深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
、
今
日
の
九
重
観
光

の
基
礎
を
築
い
た
先
駆
者
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
日
輪
の
図
の
扇
に
は
、「
大
正

十
五
年
の
夏
瑞ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
典
の
皇
太
子
殿
下
お
成
り
の
光
栄

に
浴
し
た
る
日
に
之
を
画
く
」
と
し
て「
長
者
賀

原
帰
途
落
馬
禿
頭
負
傷　
新
生
記
念　
初
三
郎
門

下　
油
屋
熊
八
」と
書
か
れ
押
印
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
亀
の
井
ホ
テ
ル
で
、
こ
の
皇
太
子
の
別
府
訪

問
と
熊
八
が
迎
え
て
い
る
写
真
を
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
、
私
の
関
心
は
皇
太
子
殿
下
の
別
府

訪
問
で
は
な
く
、
こ
の
扇
に
書
か
れ
た「
長
者
賀

原
」の
文
字
で
す
。
現
在「
長ち
ょ
う
じ
ゃ
ば
る

者
原
」と
呼
ば
れ
る

地
の
原
型
が「
ち
ょ
う
じ
ゃ
が
は
ら
」で
あ
っ
た
こ

と
を
示
す
も
の
で
す
。
こ
の
呼
称
を
最
初
に
使
っ

た
の
が
、油
屋
熊
八
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

調
べ
て
い
く
と
こ
の
扇
の
中
に
出
て
く
る
初
三

郎
、
フ
ル
ネ
ー
ム
は
、
吉
田
初
三
郎
が
熊
八
に
同

行
し
て
飯
田
に
来
て
い
た
時
に
、
初
三
郎
が
命
名

し
た
と
い
う
別
府
大
学
の
研
究
が
あ
る
そ
う
で

す
。
こ
の
二
人
は
大
正
11
年（
１
９
２
２
年
）
飯

田
を
訪
れ
小
野
屋
旅
館
に
泊
ま
っ
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
大
正
15
年（
１
９
２
６
年
）に
は
、

初
三
郎
が
小
野
屋
旅
館
に「
九
州
ア
ル
プ
ス
交
通

協
会
」を
設
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
熊
八
と
一

緒
に
飯
田
高
原
の
観
光
開
発
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ

と
が
伺
わ
れ
ま
す
。

 

ち
な
み
に
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け

て
油
屋
熊
八
と
と
も
に
飯
田
高
原
の
観
光
開
発
に

力
を
尽
く
し
た
人
に
佐
藤
達い
た
ると
い
う
人
物
が
い
ま

す
。
こ
の
人
が
作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
タ
イ

ト
ル
は「
飯
田
高
原
案
内
」で
、
初
め
て「
飯
田

高
原
」と
い
う
名
称
を
用
い
、
昭
和
３
年
に
久
住

町
の
工
藤
元
平
が
発
行
し
た
地
図
の
中
で
も
こ
の

「
飯
田
高
原
」が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
が
今
関
心

を
有
し
て
い
る
の
は
飯
田
高
原
の
観
光
開
発
に
奔

走
し
た
佐
藤
達
な
る
人
物
が
ど
ん
な
人
で
あ
っ
た

の
か
で
す
。

　

一
枚
の
扇
に
油
屋
熊
八
が
残
し
た
記
録
か
ら
、

長
者
原
の
呼
称
の
始
ま
り
を
知
り
、
彼
と
活
動
を

共
に
し
た
佐
藤
が
生
み
だ
し
た「
飯
田
高
原
」の

名
称
の
始
ま
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
本
件
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
故
小

野
喜
美
夫
著「
九
重
・
飯
田
高
原
百
話
集
」が
大

変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
故
郷
の
歴
史
や
文
化
の

調
査
に
人
生
を
か
け
た
同
人
に
敬
意
を
表
し
感
謝

し
ま
す
。

　今回は「寝た子を起こすな論」をテーマに、大分県人権
啓発講師の大久保和則さんを講師にお迎えしました。
　講座前のグループ討議では、「寝た子を起こすな論」につ
いて肯定派と否定派に分かれ、それぞれの立場から意見を
出し合いました。受講生からは、「肯定派、否定派どちらの
意見も想像して考えることができ、自分は本当はどうだろうか
と改めて考えました」といった声が聞かれました。
　講座では、「寝た子を起こすな論」とはどのような考え方
なのか、なぜそのような考えが生まれるのか、そして「寝た
子は起こすな」では差別がなくならない理由について、これま
での差別問題やインターネット上での差別問題を例に挙げな

がら、分かりやすく説明していただきました。
　受講生からは、「この講座に参加する前は、知らなくて
いいこともあると思っていました」「話を聞くたび、正しい
知識を身に付けることの大切さを感じています」などの感
想が寄せられました。
　子どもたちが分からないことや疑問に触れたとき、インター
ネットで情報を調べる機会は多くあります。だからこそ、私
たち大人が正しい知識を学び、子どもたちが情報と適切に
向き合えるよう伝えていくことが大切です。
　今回の講座で学んだことを生かし、①差別につながる
情報を安易に拡散しない、②インターネット上の情報をう
のみにせず、正しい情報かどうかを考える、③困ったとき
や判断に迷ったときは、一人で抱え込まず周囲に相談する、
という姿勢を大切にしていきたいものです。
　差別をなくすためには、知らないままでいるのではなく、
正しい知識を身に付け、一人ひとりが考え、行動すること
が求められます。
　次回はいよいよ最終回です。これまでの学びを振り返り
ながら、子どもたちにどのように人権や部落差別について
伝えていくかを考えます。
～最終講座は１０月１５日（木）です～
　　　　　� 社会教育課

～9月17日、「2026なるほど“ザ”人権講座」
の第4回講座を開催しました～
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新刊・新着図書案内　～日差しの傾きと日暮れの早さに深まる秋を感じます。長くなった夜に読書はいかが？～

　　　　　　　　　　　　　ほんの森10月号　平日 午前10時〜午後６時　土・日 午前９時〜午後５時　月・祝 休み　九重町図書館 ☎ 76−3888

　ゾンビ回収婦（第175回芥川賞受賞作）	 小砂川チト
　因縁の賊（おれは一万石３８）	 千野隆司
　小さな故意の物語	 東野圭吾
　王国	 湊かなえ
　見えるか保己一	 蝉谷めぐ実
　ファイア・ドーム（上・下）	 辻村深月
　テロル	 月村了衛
　８０代になるとたいていボケるか死ぬ。	 林真理子
　ママがもうこの世界にいなくても	 遠藤和
　モテない中年	 坂爪真吾
　花咲けじいさん	 武田鉄矢
　１行でわかるIT用語図鑑４２８	 柳井政和
　仕事のミスは、この思考で9割防げる	 伊豆原孝
　税務署員うつうつ日記	 大蔵主税
　夏井いつきの「凡人俳句」からの脱出	 夏井いつき
　ゼロからはじめる稼ぐ農業	 高津佐和宏
　空き家・空き地の手放し方	 宮川大輝
　スマホではじめるショート動画編集入門	 マーク
　うちの子、依存症？と気になったら知りたいことが全部のってる本	松本俊彦
　実は私、転生9回生です	 いろはママ
　事故物件生活恐い日常	 松原タニシ
　ビジネスパーソンのためのChatGPT	 　　
	 その他多数

図書館だより

●����児童図書・コミック
　えきべんとふうけい	 マメイケダ
　ゆるゆる地球図鑑	 ｉｒｏｒｉｃｏ 
　たつこたつ	 ユーフラテス
　アニメちいかわひみつずかん	 ナガノ
　みんなのおうち	 近藤薫美子
　よかったなあ　まど・みちおの絵本	 まどみちお
　猛暑のサバイバル	 ポドアルチング
　ぽんたのじどうはんばいき	 加藤ますみ
　魚肉ソーセージのひみつ（学研まんがでよくわかるシリーズ）

　その他多数
●�一般図書
　飛燕	 あさのあつこ
　ハヤブサ消防団（２）森へつづく道	 池井戸潤
　おでかけ料理人（６）思い出の味を守っていく	 中島久枝
　ひかりの魔女（４）よつば旅館の巻	 山本甲士
　問題。	 早見和真
　人形事件	 内田康夫財団事務局
　殺人事件に巻き込まれて走っている場合ではないメロス	五条紀夫
　隣の畑は青々と	 河崎秋子
　夜想い	 住野よる
　おにがわらう（しゃばけシリーズ２５）	 畠中恵
　けんぐゎい（第175回直木賞受賞作）	 朝倉かすみ

お知らせ

読書週間の季節がやってきました！第80 回になる今年の標語は「静かだけど、冒険中。」です。
図書館では４つのイベントをご用意して、皆さんのご来館をお待ちしています！

■�文化センターのエントランスにて、たくさんご用意していま
す。雑誌は2 年前のものですが30 種。実用書（料理本等）
もあります。

■�ふるさと祭り期間中（10/17 ～10/18）はスペースの都合
で図書館内に移動する場合があります。残り少なくなった
らいつもの「善意の棚」に移動いたします。お早めに♪

■�１年ぶりのココドクです。月曜日ですが、開始時刻はいつも
と同じです。
■�オススメの本を１冊持ち寄り、お茶をいただきながら本を
紹介し合うゆるい読書会です。

■参加者は一般の方のみ。先着２０名です。

■�感動系やオモシロ系などいくつかのジャンルの棚に皆さ
んがおススメする「推し本」を置いてください。全てのジャ
ンルを選びおわったら記念品をさしあげます。

■�期間中ジャンル棚の「推し本」を借りることもOK。どんな
本が選ばれるか楽しみです。

■�「�県内公共図書館による共通イベント」として読書週間恒　
例の企画展です。

■�県内にある１９の図書館の情報がわかる二次元コードの
ポスター＆チラシができました！クイズもぜひ挑戦してくだ
さいね♪

●「おはなし会」 毎月第2土曜日（10時30分~11時）
10月の担当グループは「ぷちトマト」のみなさんでした。
11月は「チームそらまめくん」（11/14 予定）のみなさんです。
絵本は心の栄養です。ここのえっ子にたっぷりと読んであげましょう。

秋の読書週間　イベントのご案内

期間：１０/１３（火）午前１０時～ 期間：１０/２１（水）～１１/１１（水）

期間：１０/２１（水）～１１/１１（水）

おおいたの図書館めぐり
～図書館をスマホで、もっと身近に！～」

「クイズ！おおいたの図書館をさがせ！」

みんなで作る「推し本」の棚
スタンプラリーで景品をゲット恒例！本と雑誌のリサイクル市

ＫＯＫＯＤＯＫＵ（ココドク）ｉｎオータム
おとな限定　夜の図書館　第十三夜
期日：１１/２（月）午後６時30分～午後８時30分
申込先：☎0973 -76 -3888（図書館）　
締　切：10/26（月）
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【電話・面接相談】
■と　き
　�月曜日～金曜日（祝日、振替休日、
年末年始の休日を除く）

　午前８時30分～正午、
　午後１時～午後５時
■ところ　
　大分県庁　別館５階
■お問い合わせ
　交通事故相談所
　（県生活環境部生活環境企画課内）
　（☎０９７－５０６－２１６６）
【巡回相談〔予約制〕】
■と　き
　11月10日㈫
　午前10時30分～午後３時
■ところ　
　大分県西部振興局（日田市）
■お問い合わせ　
　大分県西部振興局
　（☎０９７３－２３－２２００）

■と　き
　平日の午前９時～正午、
　午後１時～午後５時
■ところ　
　日田公証役場（日田市）
■内　容　
　�①�遺言のほか、高齢者等の財産

管理や認知症の備え、土地・建
物の賃貸借・売買、金銭貸借、
離婚給付、尊厳死宣言などの
公正証書の作成に関する相談

　②�会社の定款や契約書類の認証
等に関する相談　

■その他　
　電話で事前受付が必要です。
■お問い合わせ
　日田公証役場
　（☎０９７３－２４－６７５１）

■と　き
　11月５日㈭　午後１時～午後３時
■ところ

　九重町役場３階３０２会議室
■内　容
　�相続、遺言、農地転用、許認可申
請、技能実習等外国人雇用等

■お問い合わせ
　大分県行政書士会日田支部
　（☎０９０－８２８９－４６６４）

■と　き
　11月18日㈬　午前10 時～正午
■ところ
　九重町役場３階３０２会議室
■その他
　�予約不要。相談無料。
■お問い合わせ
　�総務省大分行政監視行政相談セ
ンター（きくみみ大分）

　（☎０９７－５３２－３７１５）

さまざまな人権に関するご相談に応
じています。相談は無料で秘密は固
く守られます。
■と　き
　毎週木曜日　午前９時～午後４時
■ところ
　大分地方法務局日田支局
　（日田市田島２丁目11-46）
■お問い合わせ
　大分地方法務局日田支局
 　（☎０９７３－２２－２７１９）

■募集コース
　�３ＤＣＡＤ活用科、
　建築ＣＡＤ・リフォーム技術科、
　ビル管理技術科
　※各ビジネススキル講習付き
■募集期間
　�10月26日㈪～12月１日㈫まで
■訓練期間
　令和９年１月６日㈬～７月28日㈬
■その他
　見学会　11月 ４日㈬、17日㈫
　説明会　11月10日㈫、24日㈫

■申込み・お問い合わせ　
　�ポリテクセンター大分
　(☎０９７－５２９－８６１５）

■と　き
　11月28日㈯、11月29日㈰
　午前９時～午後４時
　（昼休憩あり、昼食は各自準備）
■ところ
　日田高等技術専門校
■内　容
　�庭づくりに必要な自然材料や道
具の取扱い方の基本を学び、知
識及び技能の向上を目指します。

■対象者
　�企業に在職している方
■受講料
　�無料
■募集人数
　10人（先着順）
■募集期間
　10月19日㈪～11月20日㈮
■申込み・お問い合わせ
　�大分県立日田高等技術専門校
　（日田市朝日ヶ丘５７６－１０）
　（☎０９７３－２２－０７８９）

大分県では、原子爆弾被爆者二世
の方を対象に、委託医療機関におい
て健康診断を実施します。
■対象者
　�両親、又はそのどちらかが原子爆弾
被爆者で、大分県内にお住まいの方

■申込期間
　10月19日㈪～11月30日㈪
■実施期間
　11月２日㈪～令和９年１月８日㈮
■申込み・お問い合わせ
　�健康診断を希望される方は西部
保健所へ申込みを行ってください。

　�なお、受診日については、保健所と
相談してください。

　大分県西部保健所
　(☎０９７３－２３－３１３３)

各種相談（相談無料）

大分県交通事故相談

遺言等無料公証相談

行政書士会日田支部無料相談会

暮らしの情報　●

行政相談所

法務局開催人権なんでも相談所

受講料無料！ 1月受講生募集
（ハロートレーニング）

試験・講習会

在職者セミナー受講生募集
「小さな庭の作り方（基本）講座」

お知らせ

原子爆弾被爆者二世に
対する無料健康診断
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■と　き
　11月27日㈮
　午前10 時～正午
　午後１時45 分～４時
■ところ
　九重町役場　玄関フロア
■お問い合わせ
　健康・子育て支援課
　（☎０９７３－７６－３８３８）

■募集対象
　�○�両眼の視力がおおむね０．３未

満、又は視力以外の視機能障
がいが高度であり、拡大鏡等
の使用によっても通常の文字、
図形等の資格による認識が不
可能又は著しく困難な幼児。

　○�視覚障がいを主たる障がいと
し、他の障がい併せ有する幼児。

　○�知的障がいを主たる障がいと
し、視覚障がいを併せ有する
幼児。

　○�大分県内に在住し、令和３年４
月２日から令和６年４月１日ま
でに生まれた幼児。

■出願関係書類の交付
　�令和９年１月４日㈪から大分県立盲
学校事務室において交付します。

■出願受付期間
　令和９年１月５日㈫～
　令和９年１月８日㈮
　午前９時～午後４時
■入学希望者面談期間
　令和９年１月12日㈫～
　令和９年１月15日㈮

　午後３時～午後４時
■結果の発表
　�令和９年１月18日㈪の発送をもっ
て通知します。

■お問い合わせ
　大分県立盲学校
　( ☎０９７－５３２－２６３８)

■募集対象
　○�両耳の聴力レベルがおおむね

６０デシベル以上のもののう
ち、補聴器等の使用によっても
通常の話声を解することが不
可能または著しく困難なもの

　○�令和３年４月２日から令和６年
４月１日までに生まれた幼児
で、大分県内に在住する者

■出願関係書類の交付
　�12月１日㈫以降、大分県立聾学
校のホームページから、様式のダ
ウンロードができます。また、同日
より、紙面を大分県立聾学校事
務室にて交付します。

　（交付時間）
　平日午前９時～午後４時
■出願書類の受付期間
　令和９年１月 ６日㈬～
　令和９年１月22 日㈮
　平日午前９時～後４時
■出願書類の提出先
　�入学を希望する幼児の保護者
は、受付期間内に所定の入学願
書・調査票に必要事項を記入の
うえ、大分県聾学校事務室に提
出ししてください。郵送の場合は
「書留」でお願いします。
　【送付先住所】
　〒８７０－００２６
　大分市金池町３丁目１－６０
　大分県聾学校長 宛
■入学希望者面接
　�入学希望者には、令和９年１月
26 日㈫に面談を行う予定です。

　�面談の日程が変更される場合はホ

ームページにてお知らせします。
■お問い合わせ
　大分県立聾学校
　( ☎０９７－５３８－６６６１)
　(FAX ０９７－５３８－６６６５)

「もしかして自分も・・？」と不安を抱
えていませんか。ＨＩＶ検査は「早期
発見・早期治療」の第一歩。あなたと
大切な人の為に、勇気を出して、ま
ずは検査を受けてみませんか。
検査は匿名・無料、プライバシーも
厳守されますのでご安心ください。
■実施日時
　11月30日㈪
■受付時間
　午後５時～午後６時30分
　（受付は30分ごと）
■場　所
　大分県西部保健所
　（日田市田島２－２－５）
■費　用　無料
■内　容　問診・採血
■検査結果
　�採血後約１時間で、直接本人に
口頭でお伝えします。電話やメー
ル、郵送での対応はできません。

■申込み・お問い合わせ
　夜間検査は事前予約制です。
　【電話予約・お問い合わせ】
　大分県西部保健所地域保健課
　�午前８時30 分～午後５時
　（土日祝を除く）
　（☎０９７３－２３－３１３３）
　【インターネット予約】
　�下記予約フォームからお申し込
みください。

 

暮らしの情報　●

献血にご協力をお願いします！

◀�大分赤十字
血液センター
バススケジュール

◀予約フォーム

令和９年度大分県立盲学校
幼稚部入学者募集について

令和９年度大分県立聾学校
幼稚部入学者募集について

12月１日は世界エイズデー
ＨＩＶ夜間検査を実施します
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。
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振
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。

広報ここのえ　2026.10月号広報ここのえ　2026.10月号2727



弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区

菊
き く た

田　 徳
の り こ

子 71 中 央 一
佐
さ と う

藤　 セ
せ い

イ 99 生 竜
菅
すがわら

原　 鈴
す ず か

佳 100 菅原本村
原
は ら だ

田　 孟
たけかず

一 90 南 恵 良
松
まつおか

岡　 一
か ず え

枝 84 梶 屋
矢
や の

野　 登
の り こ

子 87 富 迫 上
吉
よしみつ

光　 昭
しょうぞう

藏 88 桐 木 三
吉
よしみつ

光 津
つ ゆ こ

由 子 93 富 来 口
髙
たかはし

橋　 崇
た か し

志 46 中 央 二

　

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD文字を使用しています。
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玖
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重
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後
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地
の１

☎
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刷・株

式
会

社
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伯
コ

ミュニ
ケ

ー
ション

ズ

10
月
・
11
月
の
休
日
当
番
医

★都合で変更する場合があります。

人 の 動 き
9 月1 日～ 9月末日届出分

 人口と世帯
人口 7,960 人 （ - 8 ）
男 3,843 人 （ - 1 ）
女 4,117 人 （ - 7 ）

世帯 3,854 （ - 1 ）
（　）は前月からの増減

< 発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について >
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください。
◎受診先に悩む場合　　　医療情報ネット のホームページから検索してください。

町の面積／ 271.37㎢　町の木／くぬぎ　花／ミヤマキリシマ　鳥／カッコウ

上
う え の そ の

之薗 陽
は る た

泰 さん

（保護者：上
う え の そ の

之薗辰
たつのり

忠）
３歳

10月生まれ

木
き む ら

村　柾
ま さ と

人 さん

（保護者：木
き む ら

村慈
しげのぶ

延）
2歳

１歳~３歳の誕生日を迎える、九重町に住所
があるお子さんが対象です。
詳しくは九重町ホームページをご覧ください。

問 未来デザイン推進課 ( ☎ 76-3874)

11月がお誕生日のお子さん
１１月２日（月）

12月がお誕生日のお子さん
１１月30日（月）

応募締切

▲応募フオーム ▲九重町ＨＰ

■受付時間
　 平日・土曜日　午後７時～翌朝８時
　 日曜日・祝日　午前８時～翌朝８時
      （お盆・年末年始を含む）

大分 県 救 急 安心センター
♯７１１９ または 
 ０９７－５３２－７１１９  

こども救 急 電 話 相 談
♯８０００ または  
 ０９７－５０３－８８２２

こどもの
場合

（概ね１５歳未満）

大人の
場合

急な病気やケガなどで「救急車をよぶべきか」、「病院にいくべきか」対応に迷うような場合は以下の相談窓口へ

　　

110 交通安全 2026.9月末
町内地区別事故発生状況　※速報値

地区別
人身事故 物損

事故
件数
計死者 負傷者 件数

東飯田 2 1 24 25
野 上 1 1 35 36
飯 田 1 1 150 151
南山田 1 1 84 85

計 0 5 4 293 297

編集後記
　広報の作成スケジュールは、発行日を起点に毎月決まっ
たサイクルで動いています。当月に掲載する広報の原稿
チェックをしながら、並行して次月の広報に掲載する原稿
を印刷会社へ締切りまでに渡せるように調整し、仕事を
進めています。そうして、作成した原稿にページ抜けが
ないか、原稿の並びがおかしくないか表紙から裏表紙ま
で一通りチェックをした後、「さて編集後記に何を書くか」
と毎月頭を抱えています。� M.K

● 

病
　
院

月 日 医院名 住所 電話番号 ● 

歯 

科 

医

月 日 医院名 住所 電話番号
10 月 18 日 協 心 橋 病 院 帆 足 0973-72-2135 11 月 22 日 ご と う 歯 科 医 院 日田市 0973-22-0002

25 日 三池循環器科内科クリニック 塚 脇 0973-72-6101 23 日 井 上 歯 科 医 院 日田市 0973-22-3305
11 月 1 日 友成（塚脇）医院 塚 脇 0973-72-0550

3 日 玖 珠 記 念 病 院 塚 脇 0973-72-1127

8 日 矢 原 医 院 野 上 0973-77-6121

15 日 荒 木 医 院 森 0973-72-2466

22 日 小 中 病 院 塚 脇 0973-72-2167

23 日 北山田クリニック 北山田 0973-73-2030

29 日 友成（町田）医院 町 田 0973-78-8811

●�当番医設定のない休日の歯の急患は、
　別府口腔保健センター
　（別府市 0977-21-5657）で対応します。

出生 （敬称略）
おなまえ 性別 保護者 行政区

木
き む ら

村　 海
み こ と

琴 女 智
と も の り

徳　　　奥 野

おめでとうございます

菅
す が

家　凛
り ん こ

子 さん

（保護者：菅
す が

家敏
と し き

貴）
3歳
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